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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公開番号】特開2011-74446(P2011-74446A)
【公開日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2009-226977(P2009-226977)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/14     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/58     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   8/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０１Ｂ
   Ｃ２２Ｃ  38/14    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  38/58    　　　　
   Ｃ２１Ｄ   8/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月5日(2012.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｍａｓｓ％で、
Ｃ：０．０３～０．１％、
Ｓｉ：０．０１～０．５％、
Ｍｎ：２．０～３．０％、
Ｐ≦０．０２％
Ｓ≦０．００５０％
Ａｌ：０．００５～０．１０％
Ｔｉ：０．００３～０．０３％
Ｎｂ：０．０１～０．０５％
Ｂ：０．０００３～０．００２５％
Ｎ：０．００６０～０．０１００％を含み、残部Ｆｅおよび不可避的不純物からなり、（
Ｔｉ＋０．５×Ｎｂ）／Ｎ≦３．４０を満足する成分組成を有し、
（融点－１０℃）以下、１４００℃以上の温度域に加熱された際、鋼中に粒子径が０．０
１～０．１０μｍの、ＴｉＮおよび（Ｔｉ，Ｎｂ）Ｎ析出物が１．０×１０５個／ｍｍ２

以上存在することを特徴とする大入熱溶接用鋼材。
【請求項２】
　更に、ｍａｓｓ％で、Ｖ：０．２％以下、Ｃｕ：１．０％以下、Ｎｉ：１．０％以下、
Ｃｒ：０．４％以下およびＭｏ：０．４％以下のうちから選ばれる１種または２種以上を
含有することを特徴とする請求項１に記載の大入熱溶接用鋼材。
【請求項３】
　更に、ｍａｓｓ％で、Ｃａ：０．０００５～０．００５０％、Ｍｇ：０．０００５～０
．００５０％、Ｚｒ：０．００１～０．０２％、ＲＥＭ：０．００１～０．０２％のうち
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から選ばれる１種または２種以上を含有することを特徴とする請求項１または２に記載の
大入熱溶接用鋼材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　　本発明は、上記知見をもとに、さらに検討をくわえてなされたもので、すなわち、本
発明は、
１．ｍａｓｓ％で、
Ｃ：０．０３～０．１％、
Ｓｉ：０．０１～０．５％、
Ｍｎ：２．０～３．０％、
Ｐ≦０．０２％
Ｓ≦０．００５０％
Ａｌ：０．００５～０．１％
Ｔｉ：０．００３～０．０３％
Ｎｂ：０．０１～０．０５％
Ｂ：０．０００３～０．００２５％
Ｎ：０．００６０～０．０１００％を含み、残部Ｆｅおよび不可避的不純物からなり、（
Ｔｉ＋０．５×Ｎｂ）／Ｎ≦３．４０を満足する成分組成を有し、（融点－１０℃）以下
、１４００℃以上の温度域に加熱された際、鋼中に粒子径が０．０１～０．１０μｍの，
ＴｉＮおよび（Ｔｉ，Ｎｂ）Ｎ析出物が１．０×１０５個／ｍｍ２以上存在することを特
徴とする大入熱溶接用鋼材。
２．更に、ｍａｓｓ％で、Ｖ：０．２％以下、Ｃｕ：１．０％以下、Ｎｉ：１．０％以下
、Ｃｒ：０．４％以下およびＭｏ：０．４％以下のうちから選ばれる１種または２種以上
を含有することを特徴とする１に記載の大入熱溶接用鋼材。
３．更に、ｍａｓｓ％で、Ｃａ：０．０００５～０．００５０％、Ｍｇ：０．０００５～
０．００５０％、Ｚｒ：０．００１～０．０２％、ＲＥＭ：０．００１～０．０２％のう
ちから選ばれる１種または２種以上を含有することを特徴とする１または２に記載の大入
熱溶接用鋼材。
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